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◆パネリスト

篠崎 研一 氏（第一勧業信用組合 連携企画推進部 部長）

武藤 良太 氏（トヨタ財団 国内助成グループ グループリーダー プログラムオフィサー）

齋藤 智美 氏（READYFOR株式会社 リードキュレーター・准認定ファンドレイザー）

◆ファシリテーター

山下 馨 氏（新宿NPOネットワーク協議会 代表理事）

NPO POP NEWS＝(略して)『Npop’n』

新宿ＮPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したPOPなNEWS(話題)をお伝えします！

NPOにおける資金調達のポイントとは？

篠崎氏

今号では、10月15日（土）に開催した交流事業『応援団体とNPO』の様子を紹介します。
NPOにとって資金調達は、団体の運営や事業の展開等に際して、重要な課題です。必要な資金を必要
な時に集めるためには、調達する資金の特徴を理解し、資金計画を活かした上で対応していくことが
ポイントになります。今回、「融資」「助成金」「クラウドファンディング」各分野の専門家より、
それぞれの特徴や具体的な事例についてお話していただきました。

◆①『融資』プログラム・事例紹介
篠崎 研一(しのざきけんいち) 氏（第一勧業信用組合 連携企画推進部 部長）

武藤氏

NPO団体は、まずどういう方法で財源を獲得するべきなのか？ということを、しっ
かり検討すべきだと思います。トヨタ財団では、定期的にプログラムの公募を実施
し、事業・活動に対する活動に対して助成を行っています。「助成金」の公募に関
する要素は多岐に渡り、テーマや目的、対象分野、対象団体や対象費用や組織種別
などの区分により公募内容は変わります。公募を検討する際のポイントは、①助成
金プログラムのテーマ・事業事業ビジョンと一致しているか？②応募から選考結果
までの期間の財源確保や、不採用の場合の対応です。助成金受給後、活動の内容が
公募の主旨が合致しているかを事務局とコミュニケーションを取ることも必要です。
今年のトヨタ財団の公募テーマは「自治型社会」「自治」です。新たな着想に基づ
く自治型の推進事業への活動プログラムへの助成を行っています。

NPOにとって、金融機関からの「融資」はハードルが高く感じるかもしれません。
返済への不安が大きいのは当然ですが、事業を大きくしたい場合などには、「融
資」を検討すべきだと思います。第一勧業信用組合は、中小企業や個人事業主、個
人取引先を対象にした地域金融機関です。商店街、地域コミュニティへの支援や、
高齢者支援・地域活性化などの社会課題を解決するために活動する団体への融資を
行っています。これまでに、長期運転資金を融資した例や、融資以外のサポートを
行った例もあります。しっかりとしたビジョン、事業計画（収支支出の計画等）、
ロジック・モデル（具体的目標数値と計画）、返済の確実性（収入の安定性）が審
査のポイントになります。地域の為になる事を一緒に取り組んでいきたいので、気
軽に相談して欲しいと思っています。

◆②『助成金』プログラム・事例紹介
武藤 良太(むとう りょうた) 氏
（トヨタ財団 国内助成金グループ グループリーダー プログラムオフィサー）
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◆トークセッション

山下氏

「クラウド・ファンディング」とは、インターネットで実現したいアイデアを掲載
し、一般の人々に支援を呼びかけ、資金を集める仕組みです。メリットとして、①
リスクの少ない資金調達、②新規支援者獲得やファンコミュニティ作り、③広報活
動の場づくりの3点が挙げられます。 READYFORでは、起業前段階でも無料相談を
受け付けるなどの、伴走型サービスを提供しています。支援金の受取り条件には、
「All or Nothing」 「All In」型があります。 「All or Nothing」型では、目標金
額を達成すれば、プロジェクト成立となり資金を受け取ることができますが、不成
立の場合、資金を受け取ることは出来ず、支援者に全額返金されます。また、支援
者は返礼品などのリターンを受け取ることができます。 「All In」型は、目標金額
に達しなかった場合でも、資金を受け取ることが出来ますが、実行者は掲載時に、
プロジェクトの実施を確約する必要があります。現在では、支援方法が多様化して
います。活動の継続化のために毎年同じ時期に支援を募る「団体募金」という形で、
団体運用の安定化・さらなるファンの獲得を目指すことが出来ます。また、緊急性
の高い課題への支援集めや社会問題を風化させないための活動の資金作りなどにも
有効です。支援者には、返礼品の他にメッセージ機能を利用して、応援コメントを
寄せるなどの交流もできるようになっています。

◆③『クラウド・ファンディング』プログラム・事例紹介
齋藤 智美(さいとう ともみ) 氏
（READYFOR株式会社 リードキュレーター 准認定ファンドレイザー）

齋藤氏

《山下氏》
NPOが資金調達する際に注意すべきポイントや、運用していく上で留意すべきポイントについてお話
を伺いたいと思います。

《篠崎氏：融資・資金支援後のNPO団体への関わり方》
融資を受ける団体には、責任ある体制が整えられていることが必要です。各団体にとって大切なこと
は、資金の担当の方を明確にした上で、定期的にチェック体制を整え、第三者の目が入るということ
です。また、事業が回り継続性が担保されてるかは資金支援した側にとっても重要です。当組合では、
運転資金や運営費で融資した後も、定期的に事業及び計画が予定通りに進んでいるか等について、モ
ニタリングをしています。
《武藤氏：助成を受けるには経験値も必要》

最近は助成金を使って活動した経験がなく、いきなり応募する団体も増えてきています。助成金とは、

どういうものなのかを理解するための経験を積んでいくことも非常に重要だと思います。助成金を
受けるにも段階を踏むことが大事です。小規模の助成というのは申請書の内容も比較的シンプルです。
小額のプランから始め、経験を積んでいくことが必要だと思います。
《齋藤氏：クラウドファンディングは今まで基盤を見直す機会》

クラウドファンディング開始前と終了後で、それぞれの注意点があります。ネット上で資金調達を求

めるので、第三者、すなわち今まで関わりの無かった方々からの支援が多いと思われるかもしれませ

ん。しかし実際は、今までの関係者や支援をいただいていた方々へ、あらためて支援の協力をお願い

していくことが資金調達のベースになっています。そのため、第三者からの支援を待つのではなく、

依頼先のリストアップなどの準備を最初に始めることをおすすめします。終了後、目標金額を達成し

たら支援者へのリターンを徹底していくことが大事です。
《山下氏：総評》
皆様のお話を伺って、「金融」、「助成金」、「クラウド・ファンディング」とも意外に間口が広く、
ハードルは低そうなので、各NPO団体は、自団体の活動をあらためて見つめ直した上で、まずは相談
することからスタートしてみてはと感じました。

会場の模様 山下氏（左）と齋藤氏（右）



イベント情報は各団体のHP等に掲載されているものを紹介しています。コロナ禍のためイベントが延期や中止になるこ
とも考えられますので、詳細については各団体にお問い合わせください。

センター利用団体のイベント等の情報
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育て上げネット
「育て上げオンライン・心のスキルアップセミナー」

日 時：2022年12月10日(土)、2023年１月17日(火)
いずれも13:00～15:00

参加方法：Microsoft Teamsを使用したオンライン
（カメラ・マイク OFFでの参加OK）

対 象 者：15歳～51歳の働く悩みをお持ちの方

内 容：公認心理士（精神保健心理士）による不安・
葛藤の向き合い方についてのセミナー

参 加 費：無料 申 込：HPの申込フォームから
問 合 せ：育て上げネット

【HP】 https://www.sodateage.net/
【Email】 info@sodateage.net

若者の進学応援プロジェクト
第4回『奨学金等の進学資金の個別説明・相談会』

日 時：2022年12月11日（日）10:00～

会 場：東京ボランティア・市民活動センターA会議室

（飯田橋セントラルプラザ10階）

対 象 者：奨学金を利用したい保護者・本人

内 容：進学資金についての個別相談

参 加 費：無料

申 込：HPの申込フォームから

問 合 せ：若者の進学応援プロジェクト

【HP】 https://www.singakuouen.jp/ 

連絡先URL：

https://www.singakuouen.jp/215418717

当センターで行われる「第161回市民とNPOの交流サロン」にご登壇いただきます♪
開催日時：2022年12月8日(木)18時45分～20時45分 ※是非ご参加ください。

参加方法：オンライン(詳細はhttps://snponet.net)
語り手：NPO法人 環健ネットワーク
参加費：無料

主催・問合せ：新宿NPOネットワーク協議会
【電 話】03-5206-6527 【Email】hiroba@s-nponet.net
後援：新宿区

《 NPO法人 環健ネットワーク》
～必要な方に必要な支援を届けたい～

✤ちょっと気になるNPO団体を紹介します✤

～『わっしょい、わっしょい♪まつりだ！NPOのフェスタだ！』～

NPOの皆の衆、わっしょい！わっしょい！声をあげれば、仲間が来る。相
談相手がやってくる。支援者が姿をあらわしてくる。各部門へのご応募お
待ちしております!

◆A部門「レッツ・チャレンジ！プロジェクト・スタートアップ編」
◆B部門「仲間を集めよう！活動PR編」
◆R部門「ゴールを目指せ！プロジェクト完結編」

サブイベントも盛りだくさん❤ お気軽にご参加ください！

≪サブイベントのご案内≫
♪ 11月開催のミニ・ワークショップ♪

1. オンライン配信ワークショップ

11/17 (木) 16:00-18:00

2. プレゼン・ワークショップ（各回同一内容です）

11/28 (月)  18:00-20:00、11/30 (水)  18:00-20:00

※オンライン参加可能です。

会場：新宿NPO協働推進センター

環健ネットワークは、メンタル・サポート、雇用・就労支援、IT・PCスキルアアップなどの専門的なノウ
ハウを提供し、地域社会・経済にする貢献することでスタートラインがフェアな社会を目指しています。



【WordPressでホームページを作ってみよう（入門編）①、②】
～団体のホームページのつくり方を学ぶ～

【日 時】12月3日（土）①13:30～15:30 ②15:30～17:30

【内 容】団体のホームページ作成を予定している方や、ホームページの運用を始めて間もない初心者

の方を対象にした講座で、世界中で活用されている無料ホームページ作成ソフトWordPress

によるホームページ作成の基本を学びます。

【講 師】山本 武彦 氏（NPO法人 粋なまちづくり倶楽部 理事）

【会 場】当センター 501会議室

【対象者】団体のホームページ作成を予定している方、興味のある方、ホームページを運用する担当者

【定 員】20名(オンライン参加40名） 【参加費】２,000円（資料代等）

新宿NPO協働推進センターは、社会貢献活動団体のネットワークづくりの拠点施設です！
センターでは、社会貢献活動団体への施設の貸出しの他、相談や情報提供、講座等、さまざまな事業を実施しています。
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情報・お問い合わせ
TEL：03-5386-1315 FAX：03-5386-1318
Email：hiroba@s-nponet.net URL：https://snponet.net
Facebook：https://www.facebook.com/shinjuku.npo.center
Twitter：https://twitter.com/s_npocenter

アクセス
〈バスでお越しになる場合〉(いずれの停留所からも徒歩で4分)

・各線 新宿駅 西口より関東バスで｢小滝橋｣下車(乗車時間10分前後)

西口地下より標柱番号12･14を上がった乗場から出るバス(すべて)

・各線 高田馬場駅 早稲田口より都バスで｢小滝橋 (郵便局前)｣下車

(乗車時間5分前後)早稲田口を出て目の前、高架下の乗場

〈最寄駅から徒歩でお越しになる場合〉

・東京メトロ東西線 落合駅、西武新宿線 下落合駅より徒歩12分

・JR山手線･東京メトロ東西線･西武新宿線 高田馬場駅、JR中央線

東中野駅･大久保駅、都営大江戸線 東中野駅･中井駅より徒歩15分

作成＆発行
新宿区立 新宿NPO協働推進センター
指定管理者：一般社団法人 新宿NPOネットワーク協議会
(〒169-0075 新宿区高田馬場4-36-12)
編集：嶺村富士雄 林幸靖 吉田定信 月岡英人 國府田明子

※オンライン受講もあります。詳細はHPにてご確認ください

★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、下記お問い合わせ先へご連絡ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントを延期又は中止する場

合がございます。

最新情報等につきましては、当センターHPをご参照ください。

【URL：https://snponet.net/】

【申込フォーム】

センターからのお知らせ

【NPO×プロボノ 交流事業】
【日 時】12月17日（土）13:30～16:30

【内 容】 NPOは多くの悩み事を抱えつつ、自分たちのミッションを遂行することに日々追われていま

す。更に新型コロナウイルス感染症による様々な影響を受けました。そんな時、NPOを身近

で支えてくれる人が様々な形で存在します。その1つがプロボノです。今回の交流会はNPO

とプロボノが繋がるきっかけとなることを願って開催します！

【会 場】当センター501会議室 【対象者】 社会貢献活動に興味のある方

【定 員】20名(オンライン参加40名） 【参加費】 無料

《オンライン参加用》 《会場参加用》


